
 

 

プレスリリース 

2015.4.20 
デザイン・クリエイティブセンター神戸 

デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）は、デザインを人々の日常生活に採り入れ、より豊かに生きることを提案
しています。またデザインやアートの持つ、既成概念にとらわれない自由な視点で、多種多様な人々の交流から生まれるアイ
デアや工夫により、社会的な問題を解決していく、＋クリエイティブという手法を実践するプログラムを開催しています。 
2015年5月に開催する催事をご案内いたしますので、取材や掲載のご協力いただけますよう、よろしくお願い申しあげます。 

お問合せ：デザイン・クリエイティブセンター神戸 広報担当 

〒651-0082 兵庫県神戸市中央区小野浜町 1-4 TEL 078-325-2235 FAX 078-325-2230 
開館時間 11:00-19:00 入館料無料 休館日 月曜日 info@kiito.jp  http://kiito.jp/ 

 

 

 
 
 
 
  

+クリエイティブレクチャー 

「デザイン・ミュージアムのこれまでとこれから」開催 

世界をリードするヴィトラ・デザイン・ミュージアム館長 特別講演 

 

  

 

｜日時｜2015年 5月 9日（土）14：00～16：00 ｜会場｜KIITO 3F 303 

｜参加費｜無料  ｜定員｜80名程度（事前申込み制、先着順） 

｜申込み｜2015年 4月 24日（金曜）11：00からウェブサイト（http://kiito.jp/）にて申込み受付開始 

｜講師｜マーク・ツェーントナー（ヴィトラ・デザイン・ミュージアム館長） ※日英逐次通訳あり 

｜主催｜デザイン・クリエイティブセンター神戸 ｜共催｜そごう神戸店 

●講師プロフィール 
マーク・ツェーントナー（Marc Zehntner）  
1972 年スイス・バーゼル生まれ。経営学、NPO のためのファンドレイジングを学ぶ。バーゼル自然史博物館を経て、2009 年
からヴィトラ・デザイン・ミュージアムの最高執行責任者（COO）、2011年から、マテオ・クリースとともにヴィトラ・デザイ
ン・ミュージアム館長。多年にわたり、文化活動分野へのビジネス思考の導入を進めている。 

ブラジル出身のデザイナーユニット、カンパナ兄弟の世界巡回展

「Antibodies1989－2009：抗体」展の神戸開催（会場：そごう神戸

店）を記念し、ヴィトラ・デザイン・ミュージアムの館長、マーク・

ツェーントナー氏が来神します。デザイン・クリエイティブセンター

神戸では、この機会に、ツェーントナー氏の特別講演会「デザイン・

ミュージアムのこれまでとこれから」を開催いたします。 

1989 年の開館以来、世界をリードするデザイン・ミュージアムとしての存在感を示してきたヴィトラ・デザイン・

ミュージアム。2011 年、マテオ・クリース氏とともに館長に就任したツェーントナー氏に、ミュージアムの事業展

開の方法・成果、今後の展望、挑戦したいこと、日本との連携の可能性など、デザイン・ミュージアムのこれまでの

軌跡とこれからのビジョンや役割について、広くお聞きします。 

本講演は神戸のみでの開催となります。この機会にぜひご参加ください。 

関連情報 ヴィトラ・デザイン・ミュージアム世界巡回企画 「Antibodies 1989－2009：抗体」展 
｜会期｜2015年 5月 10日（日）～15日（金） ｜会場｜そごう神戸店 本館 9階 催会場 

｜開館時間｜10：00から 19：30（20：00閉場） 最終日は入場時間 17：30まで（18：00閉場） 

｜入場料｜一般・大学生 500円（高校生以下無料） 

｜主催｜そごう神戸店 ｜企画制作｜ヴィトラ・デザイン・ミュージアム ｜後援｜ブラジル大使館 ｜協力｜Estudio Campana 

「Antibodies 1989－2009：抗体」展に関するお問い合わせ：そごう神戸店（代表）078-221-4181 

 


